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蘭
陵
笑
笑
生
に
つ
い
て

日
下
翠

20

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
せ
か

　
『
金
華
梅
詞
書
』
の
欣
欣
子
の
序
に
は
、
「
繕

　
お
も
に
謂
う
、
蘭
陵
の
笑
笑
生
、
金
瓶
梅
伝
を
作
り
、

こ
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
だ
　
　
　
ゆ
え

意
を
時
俗
に
寄
す
る
は
、
蓋
し
謂
あ
る
な
り
、

と
。
…
中
略
…
…
垂
れ
故
に
曰
わ
く
、
笑
笑
生

　
　
　
　
　
　
　
ド
だ
　
　
　
お
も

こ
の
伝
を
作
る
は
蓋
し
謂
う
所
あ
る
な
り
、
と
。

　
欣
欣
子
、
明
西
里
の
軒
に
書
す
凶
と
あ
る
。

　
こ
の
、
蘭
陵
笑
畜
生
に
つ
い
て
、
今
日
で
は

未
だ
に
定
説
と
な
り
得
た
も
の
は
な
い
。
笑
笑

生
（
作
者
）
に
つ
い
て
は
、
何
人
も
の
候
補
者

が
あ
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
蘭
書
と
結
び
つ
け
、

納
得
の
ゆ
く
説
明
を
し
た
も
の
は
現
わ
れ
て
は

い
な
い
。
作
者
に
関
し
て
は
、
呉
曲
輪
、
徐
二

方
両
氏
が
、
と
も
に
あ
げ
る
李
開
先
作
者
説
が

一
番
説
得
力
に
富
む
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
李

開
先
の
出
身
地
は
山
東
章
丘
で
あ
り
、
両
氏
と

も
に
、
な
ぜ
蘭
陵
か
、
と
の
考
察
を
十
分
に
行

っ
て
は
お
ら
れ
な
い
。

　
蘭
陵
そ
の
も
の
に
つ
い
て
述
べ
た
従
来
の
研

究
は
あ
ま
り
多
く
な
い
が
、
そ
の
一
つ
、
戴
不

几
氏
の
「
『
金
瓶
梅
』
富
札
六
題
」
（
「
小
説
見
聞

録
」
一
九
八
○
年
　
所
収
）
は
、
　
『
金
瓶
梅
』

中
に
、
　
”
金
華
酒
”
が
何
度
も
出
て
く
る
こ
と

か
ら
、
蘭
陵
と
は
、
呉
下
の
金
華
、
蘭
漢
一
帯

の
こ
と
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
嘉
し
て
お
ら
れ

る
。
し
か
し
、
蘭
漢
を
蘭
陵
と
い
う
例
は
な
く

氏
の
説
は
、
些
か
不
自
然
の
感
を
ま
ぬ
が
れ
な

い
。
氏
は
さ
ら
に
、
作
品
中
に
呉
語
が
頻
繁
に

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
呉
人
が
手
を
加

え
た
可
能
性
が
強
い
と
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ

は
、
万
暦
本
『
金
瓶
台
詞
話
』
に
東
呉
（
蘇
州
）

の
弄
珠
客
の
序
が
つ
い
て
い
る
こ
と
、
蘇
州
で

出
版
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ

る
と
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
事
で
あ
る
。
但
し
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
手
を
加
え
た
の
み
で
あ
っ

て
、
作
者
は
や
は
り
山
東
人
と
み
な
す
の
が
妥

当
と
思
わ
れ
る
。
何
よ
り
も
、
作
品
そ
の
も
の

が
、
山
東
を
舞
台
に
し
て
い
る
上
に
、
相
当
に

山
東
の
事
情
に
通
じ
た
人
物
の
手
に
な
る
と
思

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
、
魏
子
直
証
は
丘
陵
に
つ
い
て
、
い
く

つ
か
の
考
え
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
蘭
陵
は
山
東
の
み
な
ら
ず
、
江
南
常

州
（
江
蘇
省
武
弁
県
）
に
も
あ
り
、
こ
ち
ら
を

指
す
可
能
性
も
あ
る
事
、
笑
店
立
は
山
東
人
で

は
な
い
か
も
し
れ
ぬ
事
を
述
べ
ら
れ
た
後
、
続

け
て
、
以
下
の
如
く
興
味
深
い
説
を
述
べ
て
お

ら
れ
る
。
（
「
論
意
陵
笑
童
生
」
『
金
瓶
梅
作
者
研

究
資
料
』
天
一
出
版
社
　
一
九
八
二
年
所
収
）

　
”
山
東
の
蘭
陵
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
、
筍

　
子
が
蘭
越
令
に
封
じ
ら
れ
、
こ
の
地
で
年
老

　
い
て
没
し
た
為
で
あ
り
、
後
人
は
蘭
陵
と
い



　
え
ば
、
筍
子
が
年
老
い
た
こ
の
蘭
陵
を
思
い

　
出
す
の
で
あ
る
。
萄
子
は
性
悪
説
の
哲
学
者

　
で
あ
り
、
　
『
金
瓶
梅
』
の
作
者
が
描
写
し
て

　
い
る
の
は
、
す
べ
て
性
悪
説
を
示
す
も
の
で

　
あ
る
。
作
者
が
”
蘭
陵
笑
笑
生
”
を
筆
名
と

　
し
た
の
は
、
あ
る
い
は
”
蘭
陵
”
と
の
地
名

　
に
よ
り
、
筍
子
の
性
悪
説
に
よ
っ
て
世
人
を

　
嘲
笑
し
て
い
る
こ
と
を
表
わ
し
た
の
で
は
な

　
い
だ
ろ
う
か
。
”

　
氏
の
説
は
、
確
か
に
一
つ
の
考
え
方
で
は
あ

る
。
但
し
、
　
『
金
瓶
梅
』
が
描
写
し
て
い
る
の

が
”
性
悪
説
”
で
あ
る
と
の
説
は
、
些
か
疑
わ

し
い
。
作
品
の
前
面
に
表
わ
れ
て
い
る
の
は
、

あ
く
ま
で
も
“
因
果
応
報
”
で
あ
っ
て
、
温
和

な
三
月
娘
は
、
そ
れ
な
り
に
、
終
り
を
ま
っ
と

う
す
る
の
で
あ
る
。
又
、
西
門
慶
の
描
写
も
複

雑
で
、
第
五
十
六
回
で
は
、
貧
乏
な
友
人
常
時

節
に
金
を
与
え
て
、
助
け
て
や
り
さ
え
す
る
。

悪
人
と
単
純
に
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
登
場
人
物
の
性
格

も
さ
ま
ざ
ま
で
、
一
が
い
に
”
性
悪
説
”
を
表

わ
し
て
い
る
と
は
断
じ
が
た
い
。

　
し
か
し
、
そ
れ
と
は
別
に
、
氏
が
こ
こ
で
提

出
さ
れ
た
、
蘭
陵
は
出
身
地
そ
の
も
の
を
指
す

の
で
は
な
く
、
他
に
象
徴
的
な
意
味
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
の
視
点
は
、
注
目
に
値
す
る
。

氏
の
主
張
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

　
ω
藻
琴
は
、
山
東
の
そ
れ
で
は
な
く
、
江
蘇

　
省
武
進
の
業
苦
を
さ
す
可
能
性
も
あ
る
。

　
②
聖
業
と
は
、
具
体
的
な
出
身
地
を
示
す
の

　
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
偶
意
が
こ
め
ら
れ
て

　
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
以
上
二
点
は
、
蘭
陵
に
つ
い
て
考
え
る
場
合

に
、
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
ぬ
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
。

　
ω
の
、
蘭
陵
は
山
東
の
そ
れ
を
さ
す
の
か
、

江
蘇
省
の
そ
れ
を
さ
す
の
か
、
と
の
問
題
に
関

し
て
、
興
味
深
い
論
文
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
李

錦
山
・
斉
浦
両
氏
に
よ
る
、
　
「
頁
三
近
は
『
金

瓶
梅
』
の
作
者
に
非
ず
」
（
文
庭
報
、
一
九
八
三

年
五
月
三
十
日
）
で
あ
る
。
両
氏
は
こ
の
論

文
中
に
於
い
て
、
　
『
金
泥
梅
』
の
作
者
が
頁
三

近
で
あ
る
、
と
の
説
を
批
判
し
て
、
こ
う
述
べ

て
お
ら
れ
る
。

　
”
『
金
事
梅
』
の
作
者
に
関
し
て
、
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
え
さ

　
人
が
作
者
は
山
東
峰
県
の
頁
三
世
で
あ
る
と

み
な
し
て
い
る
。
理
由
は
、

　
一
、
地
名
…
『
詞
話
本
』
は
、
　
”
蘭
甲
南

　
笑
生
”
と
署
名
し
て
い
る
。
蘭
陵
は
山
東

　
峰
県
に
あ
り
、
作
者
は
峰
県
の
人
と
思
わ

　
れ
る
。

　
二
、
方
言
…
魯
迅
は
か
つ
て
、
『
金
瓶
梅
』

　
は
、
　
“
す
べ
て
山
東
方
言
を
用
い
て
書
か

　
れ
て
い
る
”
　
”
決
し
て
江
蘇
人
の
王
世
貞

　
の
作
で
は
な
い
”

　
と
い
っ
た
。
後
人
は
多
く
こ
の
説
を
踏
襲

　
し
て
い
る
。

　
三
、
酒
名
…
本
の
中
に
何
度
も
”
金
華
酒
”

　
が
出
て
く
る
。
近
来
、
あ
る
人
が
、
こ
の

　
酒
は
峰
県
の
蘭
陵
よ
り
産
す
る
と
認
め
た
。

　
作
者
は
当
然
峰
県
人
で
あ
る
こ
と
に
疑
い

　
は
な
い
。

　
以
上
で
あ
る
。

　
張
遠
芳
は
、
　
『
詞
話
本
』
の
序
は
峰
県
で

書
い
た
も
の
で
あ
る
と
み
な
し
、
こ
れ
を
ふ

ま
え
て
、
”
『
金
瓶
詰
』
の
作
者
が
峰
県
人
で

あ
る
と
の
観
点
は
、
動
か
ぬ
も
の
と
な
っ
た
”

と
し
、
さ
ら
に
続
け
て
、
こ
の
峰
県
人
と
は

頁
三
近
で
あ
る
。
と
し
て
お
ら
れ
る
。
（
『
抱
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犠
』
八
十
二
年
第
二
期
　
　
「
蘭
泣
笑
笑
生
聖

明
代
峰
県
文
学
家
憲
三
吉
」
）
わ
れ
わ
れ
は
、

万
暦
丁
巳
年
『
金
重
書
詞
話
』
の
”
欣
欣
子

序
”
に
、
は
っ
き
り
と
、
　
”
吾
言
笑
笑
生
”
、

結
尾
に
は
”
明
賢
里
の
軒
に
書
す
”
と
あ
る

の
を
認
め
て
い
る
。
”
明
七
里
の
軒
”
と
は
、

序
を
作
っ
た
人
物
の
具
体
的
な
地
点
を
示
し

て
い
る
。
で
は
、
明
賢
里
と
は
一
体
ど
こ
に

あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
…
…
（
中
略
）
…
…

『
品
数
・
梁
本
紀
』
に

　
”
千
慮
月
乙
卯
、
至
自
蘭
書
”

　
ま
た
、

　
”
廃
帝
東
昏
侯
…
…
本
名
下
愚
”

　
と
あ
る
。
東
昏
侯
は
南
蘭
固
著
で
あ
り
、

彼
の
故
郷
に
”
明
賢
里
”
と
の
地
名
が
あ
ら

わ
れ
る
の
は
、
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
　
”
欣
欣
子
序
”
が
武
器
一
帯
で
作

ら
れ
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
頁
三
近
は

武
威
に
行
っ
た
こ
と
は
な
く
、
武
進
に
住
ん

で
い
る
友
人
も
い
な
か
っ
た
。
故
に
、
　
『
金

瓶
梅
』
を
作
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
”

両
氏
は
さ
ら
に
こ
と
ば
を
続
け
て
、

　
ω
沈
徳
符
は
『
野
寺
編
』
で
、
『
金
瓶
梅
』

　
の
作
者
は
”
嘉
塁
間
の
大
名
士
”
で
あ
る
と

　
書
い
て
い
る
が
、
質
三
近
は
早
寝
に
は
ま
だ

　
年
少
で
あ
り
、
進
士
に
も
及
第
し
て
い
な
か

　
つ
た
。

　
　
②
二
三
近
の
著
作
に
詞
曲
の
作
が
な
い
こ

　
と
か
ら
、
元
明
詞
曲
の
知
識
が
少
な
い
と
思

　
わ
れ
、
詞
曲
の
引
用
の
多
い
『
金
嵩
梅
』
を

　
書
い
た
と
は
み
な
せ
な
い
。

　
　
㈹
思
想
的
に
、
世
に
入
れ
ら
れ
ぬ
恨
み
を

　
抱
い
て
い
た
笑
置
生
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　
等
を
あ
げ
、
質
三
近
は
『
金
瓶
梅
』
の
作
者

で
は
な
い
と
結
論
し
て
お
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
、
両
氏
は
”
明
露
里
”
は
東
昏
侯
の

故
郷
を
指
す
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の

点
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
疑
い
の
な
い
事
実

と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
昏
昏
候
は
”
金
蓮

歩
”
の
故
事
で
有
名
な
人
物
で
あ
り
、
『
南
史
・

斉
本
紀
下
・
廃
帝
東
昏
候
』
に
、

　
”
金
を
墾
ち
、
蓮
華
と
為
し
、
地
に
帖
り
て
、

　
播
妃
に
そ
の
上
を
行
か
し
め
て
曰
く
、
「
こ
れ

　
歩
歩
蓮
華
を
生
ず
汐
と
。
”

　
と
あ
る
か
ら
だ
。
つ
ま
り
、
東
昏
侯
は
溢
妃
、

　
即
ち
潜
金
蓮
の
主
人
な
の
で
あ
る
。
あ
る
い

は
、
元
来
、
水
涛
伝
の
播
金
蓮
な
る
命
名
も
、

こ
の
故
事
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
さ
ら
に
『
南
斉
書
』
に
、

　
”
池
水
に
跨
り
、
紫
閣
諸
楼
観
を
立
て
、
壁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
が

　
上
に
男
女
私
等
の
像
を
書
く
。
”

　
と
あ
る
の
が
み
え
る
。
　
”
明
賢
里
の
軒
”
と

は
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。

　
以
上
を
み
る
に
、
明
賢
里
が
、
東
昏
侯
の
故

郷
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
思
わ
れ

る
。
そ
し
て
、
明
隠
里
が
江
蘇
省
の
古
陵
－
南

蘭
陵
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
笑
笑
生
の
蘭
陵
も

や
は
り
、
南
蘭
陵
を
指
す
と
考
え
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
筆
名
の
笑
笑
生
と
欣

欣
子
が
対
応
し
て
い
る
以
上
、
蘭
陵
と
明
賢
里

も
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
で
は
、
こ
れ
ら
の
地
名
は
、
作
者
の
具
体
的

な
出
身
地
、
本
籍
の
あ
り
か
を
示
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
何
ら
か
の
天
意
、
故

事
を
ふ
ま
え
た
譜
誰
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と

す
れ
ば
、
蘭
陵
は
、
地
名
以
外
の
ど
の
よ
う
な

意
味
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は

蘭
陵
は
あ
る
意
味
で
、
文
人
な
ら
ば
誰
で
も
知
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っ
て
い
る
と
い
え
る
ほ
ど
に
、
有
名
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
文
学
作
品
に
表
わ
れ
た
例
を
い
く

つ
か
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
う
っ
こ
ん
こ
う
　
　
り
ぷ
く
わ
ん
も
　
　
　
タ
た
　
　
　
こ

　
ω
蘭
陵
の
美
酒
欝
金
香
　
玉
椀
盛
り
来
る
號

　
　
ホ
く
　
　
　
ひ
か
り

　
　
珀
の
光
　
（
李
白
　
客
中
行
）

　
　
ら
の
う
ざ
ん
　
　
　
し
ゅ
く
う
ん
　
　
　
　
　
　
　
か
も

　
②
中
山
の
宿
醍
（
長
く
醸
し
た
酒
）
を
開
く

　
　
　
ま
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ

　
　
に
賓
り
、
蘭
陵
の
高
邑
を
撞
ぐ
を
笑
う
。

　
　
（
『
看
銭
奴
』
雑
劇
　
第
二
折
　
元
曲
選
本
）

　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
⑧
蘭
陵
の
美
酒
且
つ
は
調
う
べ
し
。
　
（
李
開

　
　
先
『
断
髪
記
』
伝
奇
　
第
十
四
出
）

　
つ
ま
り
、
武
進
県
の
蘭
陵
は
、
古
来
美
酒
の

産
地
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な

み
に
『
中
日
大
辞
典
』
に
は
、
　
”
当
陵
酒
：
江

蘇
武
進
県
の
西
方
奔
牛
鎮
よ
り
出
る
酒
：
味
は

甘
い
。
　
〔
曲
阿
酒
〕
と
も
い
う
”
と
あ
る
。

　
筆
者
は
、
　
”
昼
下
笑
笑
壷
”
と
は
、
ペ
ア
に

な
っ
た
冗
談
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
　
「
美
酒
を

飲
み
、
笑
い
な
が
ら
書
い
た
」
i
真
剣
な
創
作

で
は
な
い
、
戯
作
だ
、
と
の
、
作
者
の
冗
談
で

あ
り
、
世
間
に
対
す
る
い
い
わ
け
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
少
く
と
も
、
　
”
笑
笑
生
”
と
の
筆
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

が
十
分
に
ふ
ざ
け
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま
　
み

出
身
地
た
る
蘭
陵
を
、
生
身
の
作
者
の
本
籍
の

あ
り
か
と
考
え
る
必
要
は
ど
こ
に
も
な
い
の
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
一
つ
の
解
釈
に
す

ぎ
な
い
。
と
は
い
え
、
　
「
美
酒
を
飲
み
、
ふ
ざ

け
な
が
ら
作
品
を
書
い
た
笑
笑
事
」
、
「
明
賢
里

の
軒
ー
ポ
ル
ノ
の
館
で
序
を
書
い
た
欣
欣
子
」
。

か
れ
ら
は
（
同
一
人
物
で
あ
れ
、
別
人
で
あ
れ
）

な
ん
と
『
土
瓶
梅
』
に
ふ
さ
わ
し
い
二
人
で
あ

る
こ
と
だ
ろ
う
。

縦裂
（
関
西
大
学
）

8
●

西：太后秘話
　その恋と権勢の生涯

や徳戸畑／さねとうけいし
ゅう訳／西太后の波乱の
生をえがく　・人：f日記小ll見…

　　　　　　・・定価1500円

　　中国

歴史の旅
や陳舜臣著／東山魁夷装画
五T・｛トの歴史をもつ、広大

な511国の地へ案内する…

　　　　　　・・定価1200円

北京追想
　　城壁ありしころ

や臼井武夫著／戦前の占都
の知られざる横顔を描く北
京横1一の想い出………・…

　　　　　　・定価1900円

　　　わが

青春の日本
中国知識人の日本回想
塾人民中国雑誌社編／中国
各界の知11家19名が戦時ド

のll本で過ごしたll々を回
想・………・……・定価1500円

燕京風俗
や王羽二二／三木三二二／

内田道夫監修・題詩訳注／
臼井武夫解説／旧北京の風
俗を知るための恰好の人：型

カラー画集。詳しい解説つ

き……………定価12000円

東方書店
最寄書店で・東京神田神保町卜。3
出版部営業電話……（03）233－1001
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